
 

 

 

 

 

国語科「慣用句・ことわざ」 ３年２組での実践 

１ 本時の授業について 

○ 自分の考えをもつ手だて（前時に行いました） 

タブレットや便覧を用いて慣用句・ことわざを調べ、その意味を理解してスリーヒントクイズ（①意味、②キ

ーワード、③穴埋め）を作ることで、慣用句やことわざの使い方についての考えをもてるようにしました。 

○ 仲間と対話をして考えを深める手だて 

班対抗スリーヒントクイズを行い、友達から出されたクイズに答えたり、活用場面を考えたりすることで、慣

用句やことわざの使い方についての考えを深めることができるようにしました。 

２ 授業の様子 

「猿も木から落ちる」と同じ意味のことわざ

や、使用場面を確認して、慣用句やことわざにつ

いての復習をしました。その後、タブレットや便

覧を用いて慣用句・ことわざやその意味を調べて

スリーヒントクイズを作りました。なじみのない

慣用句やことわざもあり、どれをクイズにするの

か迷っている生徒もいました。しかし、生徒は選

んだ慣用句・ことわざの意味をしっかりと捉え

て、右の例のようにスリーヒントクイズを考える

ことができました。 

班対抗スリーヒントクイズでは、出題された慣

用句・ことわざが難しく、正解できたクイズは多

くありませんでしたが、楽しく活動に取り組むこ

とができました。最初のヒントである「慣用句・

ことわざの意味」から考えようとする姿が見られ

たり、答えが分かった後の、教師の由来や活用場面の話を聞いて納得をしたりする生徒がいました。 

 

理科「単元：身近な物理現象（光の性質）」 １年３組での実践 

１ 本時の授業について 

○ 自分の考えをもつ手だて 

実物と同じ大きさの像をスクリーンに映し出すために、実物（光源）やスクリーンの位置をどうすればよいか、

凸レンズの焦点距離を測ることで焦点距離を意識して、凸レンズによる像のでき方についての自分の考えをもて

るようにしました。 

○ 仲間と対話をして考えを深める手だて 

焦点距離の違う凸レンズを使い、実物と同じ大きさの像をスクリーンに映し出す実験に取り組んだり、その結

果から言えることを班で話し合ったりすることで、凸レンズによる像のでき方についての考えを深めることがで

きるようにしました。 

２ 授業の様子 

凸レンズの焦点距離を測ることは、以前、経験しているので、手際よ

く１０cm と焦点距離を測ることができました。そして、「焦点距離より

近くなるのでは」「焦点距離より遠くなるのでは」「レンズを挟んで同

じ距離になるのでは」などと焦点距離を意識して、像のでき方について

予想していました。その予想をロイロノートで送られてきた学習カード

に記入（右の写真）して、凸レンズによる像のでき方についての自分の

考えをもつことができました。 

実物と同じ大きさの像をスクリーンに映し出す実験では、実物（光

源）とスクリーンを動かして、スクリーンに映し出された像の大きさを
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測って、実物と同じになるようにグループで協力しながら調節していました。その後、実験で分かったことをロイ

ロノートに記録して提出させると、「焦点距離の２倍」というキーワードに数人の生徒が気付いていました。 

次時には、焦点距離が１５cm の凸レンズを使い同じ実験に取り組みました。先回と今回の実験結果から、「法

則みたいなことが分かった」などと言っている生徒も何人かいました。そして、多くの生徒が「焦点距離の２倍」

というキーワードに気付いて、考えを深めることができました。 

 

英語科「単元：Think Globally,Act Locally」 １年２組での実践 

１ 本時の授業について 

○ 自分の考えをもつ手だて（第１～７時） 

Story①～③で学んだ「want（try、need）to＋動詞の原形」を活用

したり、Story①③で行った「want（try、need）to＋動詞の原形」を

活用したプレゼンテーション（右の資料参照）、ワークシートにある

「Tool Box」を参考にしたりすることにより、単元末課題において、

世界や地域の問題に対してしたいことについて、自分の考えをもてる

ようにしました。 

○ 仲間と対話をして考えを深める手だて（単元末課題 第８・９時） 

ペアとの英語でのやり取りを通して、友達の考え

を参考にして、マインドマップを書くことにより、世

界や地域の問題に対してしたいことについての考えを

深めることができるようにしました。 

２ 「単元末課題」での授業の様子 

Story①③で行った「want（try、need）to＋動詞の原

形」を活用したプレゼンテーションの経験を踏まえ、単

元末課題において興味のあるテーマを１つ選び、その問

題に対して自分がしたいことについて、ペアで尋ね合う

ようにしました。生徒は、Story①③で行ったプレゼン

テーション、ワークシートにある例文と「Tool Box」を

頼りに、自分がしたいことについて話そうとしていまし

た。そういった姿から、自分の考えをもつことができた

と考えます。 

ペアでの活動後、友達の考えを参考に右のワークシー

トの例のようにマインドマップを書いていました。そし

て、教科書の本文も参考にしながら、自分の表現に生か

して、右の例のようにテーマに対して自分がしたいこと

について考えを深める生徒が多くいました。 

この実践では、「自分の考えをもつための手だて」が

１単位時間の中で行われるのではなく、Story①～③で

の学習といった７時間に渡って行われた後、その知識を

活用して課題について考えるようにしていました。学ん

だ知識を活用して思考するといった授業構成は今後の参

考にしていきたいと考えます。 記入されたワークシート例 
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